
平成 2９年４月２８日 

緊急麻しん対策特集号 

石川県立金沢北陵高校 

保    健    室 

「はしか」に注意！！今後の流行が心配です！ 

現在、石川県で４名の感染が確認されました。小学校での感染が確認され、非常に心配

な状況です。麻しん（はしか）は感染力がとても強く、症状も重症化しやすい感染症です。

麻しんは、肺炎・中耳炎・脳炎などを合併することもあり、発症した人の中には入院を要

することもあり、時に死に至ることもある怖い病気です。 

ゴールデン・ウィークで外出する機会が増え、流行拡大の可能性があります。人混みに

出かける際や、対外試合、遠征等はより一層の注意が必要です。 

【麻しん（はしか）の主な症状】 

 経過は長く、４期に分けられます。 

潜伏期（１０～12日）：感染してから症状が出るまで１０～12日かかります。 

カタル期（3～４日）：咳や鼻水、38～39度台の熱が出ます。発疹がないため、風邪と 

区別がつきませんが、感染力のもっとも強い時期です。 

 発疹期（４～５日）：カタル期の熱が下がってきたときに、再度、高熱が出ます。同時に 

赤い発疹が出現し、全身に広がります。咳、鼻水、目の充血、目や 

になどの症状も強くなります。 

回復期：熱が下がり、咳、鼻水の症状も軽くなります。赤い発疹は色素沈着を残して徐々 

    に消えます。合併症がない限り 7～１０日程度で回復します。 

感染期間はカタル期の風邪症状が出現する１日前から解熱後３日程度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校における麻しん対策ガイドライン」より 



【せきや鼻水、高熱が出たら、麻しん（はしか）を疑って・・・】 

必ず事前に医療機関へ連絡し、その指示に従って受診してください。 

受診の際は、周囲の方に感染させないよう、公共交通機関等の利用は避けてください。 

麻疹は、インフルエンザと同様に出席停止になります。期間は「解熱した後 3日を経過 

するまで」です。 

「病欠証明書」の様式は学校のホームページからもダウンロードできます。 

ご不明な点やご相談等は、金沢市の保健所またはお住まいの地域の保健所にご連絡くだ 

さい。麻しんの疑いがある時、または、麻しんと診断された時は必ずすぐに学校にご連 

絡ください。 

 

【麻しん（はしか）の予防接種歴・罹患状況の確認をお願いします】 

生徒だけでなく、保護者の方も、予防接種歴・罹患状況の確認をお願いいたします。 

全国の発生例から見ると、３０～３９歳と２０～２９歳の年代の感染が多くなって 

います。また、４０代もかかる可能性が高いといわれていますので、保護者の方も 

ご注意ください。 

麻しんの唯一の予防法はワクチン接種のみです。 

空気感染するので、『うがい・手洗い・マスク』では麻しんを防ぐことはできません。 

  

◎平成２年４月２日以降に生まれた方は、麻しんの予防接種を２回受ける機会があったた

め、感染の可能性は低くなりますが、母子手帳で予防接種を２回受けているかご確認く

ださい。 

 持病やアレルギー等で予防接種が受けられなかった生徒は特に注意が必要です。主治医

の先生にご相談ください。 

 

◎平成２年４月１日以前に生まれた方は、幼児期に１回予防接種を受けてから相当の年月 

が経過しているため、感染防御のための十分な免疫がない可能性があります。医療機関 

にご相談の上、ワクチン接種をお勧めします。 

                  

              

５月１日は遠足の予定です。 

当日の天気と気温によっては、 

熱中症や脱水も心配な季節に 

なってきました。遠足では、 

こまめに水分摂取をするよう 

心がけましょう。寒くなった 

り急に暑くなったり、体温の 

調整が難しい時期です。１年 

生は特に新しい環境で疲れもたまってきている時です。 

体調も崩しやすいので、連休中も休めるときはゆっくり 

休んでくださいね。 

麻しんワクチンを

１回のみ接種してい

る場合、典型的では

ない症状を呈するこ

とがあります。（修飾

麻しん）風邪と思っ

ていても実際には麻

しんの可能性があ

り、他の人に感染す

る可能性があるので

注意が必要です。 


